
同
志
社
田
辺
校
地
と
そ
の
周
辺
の
跡

司
古
墳
群

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
の
南
側
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

と
の
間
に
緑
地
と
し
て
残
さ
れ
た
南
向
き
の
旧
地

形
の
な
か
に
、
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
の
た
め
の
施

設
と
し
て
、
七
世
紀
前
葉
に
あ
い
つ
い
で
築
造
さ

れ
た
小
円
墳
七
基
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

H

し

下
司
古
墳
群
で
あ
る
。
本
来
は
、
さ
ら
に
西
寄
り

に
も
う
一
基
の
古
墳
が
存
在
し
、
合
計
八
基
に
ょ

つ
て
群
が
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
古
墳
は
後

世
に
石
室
を
構
築
し
て
い
た
石
材
が
抜
き
取
ら
れ

て
大
き
く
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

横
穴
式
石
室
と
は
、
四
世
紀
後
葉
に
朝
鮮
半
島

か
ら
北
部
九
州
へ
伝
播
し
、
六
世
紀
前
半
に
は
急

速
な
全
国
的
拡
大
を
み
た
墓
制
で
、
一
つ
の
墓
室

(
石
室
)
内
に
追
葬
が
可
能
な
構
造
で
あ
る
点
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
下
司
古
墳
群
で
も
幾
っ
か
の

古
墳
に
お
い
て
、
最
初
の
埋
葬
が
行
わ
れ
た
後
さ

ら
に
一
 
1
二
回
の
追
葬
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
ぽ

七
世
紀
を
通
し
て
奥
津
城
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
発
掘
調
査
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
。

発
掘
調
査
は
黒
社
が
田
辺
校
地
を
購
入
す
る

以
前
の
一
九
六
三
年
に
一
 
1
三
号
墳
に
対
し
て
実

施
さ
れ
、
そ
の
後
田
辺
校
地
造
成
と
の
関
係
か
ら
、

一
九
八
三
年
に
五
1
八
号
墳
に
対
し
て
実
施
さ

れ
、
そ
の
調
査
報
告
は
『
下
司
古
墳
群
』
(
同
志
社

大
学
校
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料
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九
)

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
下
司
古
墳
群
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
テ
ニ

ス
コ
】
ト
が
造
成
さ
れ
た
現
状
で
は
、
本
来
の
立

地
を
窮
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
普
賢
寺
川
の

形
成
し
九
狭
長
な
谷
平
野
を
眼
下
に
み
る
丘
陵
斜

辰
巳

面
の
上
位
付
近
、
海
抜
七
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
九
二

メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
位
置
し
、
東
側
は
新
宮
社
西

寄
り
の
竹
林
中
に
み
ら
れ
る
浅
い
開
析
地
形
を
境

と
し
、
西
側
は
プ
ー
ル
南
側
の
や
や
大
き
く
南
へ

突
出
し
た
地
形
を
境
と
し
た
東
西
幅
約
ご
一
0
メ

ー
ト
ル
の
範
囲
を
ι
廻
墓
域
"
と
し
て
設
定
し
て

い
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
古
墳
群
に

関
す
る
造
墓
域
の
存
在
は
、
近
年
研
究
者
の
間
で

注
意
さ
れ
つ
つ
ぁ
る
。

各
古
墳
は
ま
ず
丘
陵
斜
面
に
石
室
を
構
築
で
き

る
だ
け
の
平
坦
面
を
得
る
た
め
、
平
面
で
円
状
に

斜
面
を
掘
り
込
み
、
そ
の
中
に
南
に
開
口
す
る
横

穴
式
石
室
を
構
築
し
た
後
、
石
室
の
背
後
に
丘
陵

斜
面
か
ら
墳
丘
を
区
画
す
る
た
め
の
溝
(
周
濠
)
を

掘
削
し
、
そ
の
士
砂
を
石
室
上
に
盛
り
あ
げ
て
墳

丘
を
形
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
現
在
で
も
二

号
墳
に
良
好
な
墳
丘
と
周
濠
の
状
態
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
周
濠
の
状
況
か
ら
各
古
墳
と
も
に
円

墳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
墳
丘
の
大
き
さ
は

埋
葬
施
設
で
あ
る
横
穴
式
石
室
の
規
模
と
相
関
し

て
お
り
、
最
大
の
一
号
墳
で
は
墳
丘
の
直
径
は
約

三
0
メ
ー
ト
ル
、
最
も
小
さ
な
六
号
墳
で
は
約
一

四
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
そ
し
て
海
抜
高
度
の
低
い

位
置
に
あ
る
古
墳
ほ
ど
大
型
で
、
墳
丘
占
地
の
上

弘

①
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で
や
や
傾
斜
角
度
の
緩
や
か
な
、
よ
り
良
好
な
場

所
を
選
定
し
て
い
る
様
子
が
窮
え
る
。

横
穴
式
石
室
は
花
樹
岩
と
は
ん
れ
い
岩
に
ょ
っ

て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
産
地
を
生

駒
山
地
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
お
そ
ら
く
普
賢

寺
谷
に
沿
っ
て
搬
出
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。最

大
規
模
の
石
室
は
石
ぢ
墳
で
、
玄
室
部
分
と

そ
れ
に
至
る
羨
道
部
か
ら
な
り
、
全
長
約
八
・
五

メ
ー
ト
ル
、
玄
室
長
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
壁

幅
約
二
.
0
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
・
一
メ
ー

.
・
子
゛

一
~
、

が
わ
か
り
、
六
・
七
世
紀
の
山
城
地
力
の
社
会
的

な
秩
序
を
相
対
的
に
類
推
す
る
う
え
で
重
要
な
資

料
と
な
る
。

出
士
し
た
遺
物
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

一
号
墳
出
士
の
頭
に
鍍
金
を
施
し
た
銅
鋲
五
点

と
、
二
号
墳
出
土
の
三
個
体
以
上
の
鉄
製
鐶
座
金

具
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
被
葬
者
を
納
め

た
木
棺
の
付
属
物
で
あ
り
、
朝
廷
を
構
成
し
た
官

人
層
を
埋
葬
し
た
と
み
ら
れ
る
古
墳
か
ら
し
ば
し

ば
出
土
す
る
遺
物
で
あ
り
、
下
司
古
墳
群
の
被
葬

者
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

下
司
古
墳
群
が
築
造
さ
れ
た
直
後
、
ま
だ
追
葬

が
行
わ
れ
て
い
た
七
世
紀
後
半
に
は
、
古
墳
群
の

南
西
五
0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
普
賢
寺
跡
と
し

て
白
鳳
期
の
古
瓦
を
出
士
す
る
寺
院
が
建
立
さ
れ

て
お
り
、
当
古
墳
群
の
被
葬
者
た
ち
に
ょ
り
建
立

さ
れ
た
氏
寺
と
み
ら
れ
、
古
墳
・
寺
・
氏
族
の
関

係
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い
。
さ
ら
に
『
興
福
寺

官
務
牒
疏
』
に
は
こ
の
普
賢
寺
跡
が
「
筒
城
寺
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
た
と
張
さ
れ
て
お
り
、
綴
喜

郡
と
い
う
郡
名
を
寺
院
名
と
す
る
点
に
お
い
て

も
、
南
山
城
地
方
屈
指
の
有
力
氏
族
の
姿
が
浮
ん

で
く
る

主

ト
ル
を
測
る
。
ま
た
そ
れ
に
つ
ぐ
規
模
の
二
号
墳

で
は
全
長
約
七
・
四
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
全
長
約
二

七
メ
ー
ト
ル
、
奥
壁
幅
約
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、

.一
局
さ
約
一
.
ハ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
一
方
、
最
も

規
模
の
小
さ
い
六
号
墳
は
玄
室
と
羨
道
の
区
別
の

な
い
無
袖
式
の
石
室
で
、
全
長
約
二
・
四
メ
ー
ト

ル
幅
^
・
^
六
メ
ー
ト
ル
一
局
さ
約
^
・
一
ハ
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
0
 
こ
れ
ら
各
古
墳
か
ら
出
士
し
た

須
恵
器
や
土
師
器
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
副
葬
品

は
、
こ
の
古
墳
群
が
七
世
紀
前
葉
に
あ
い
つ
い
で

築
造
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
は

畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
は
古
墳
の
築
造
が

終
了
し
た
後
の
時
期
に
あ
た
り
、
そ
の
時
期
に
あ

ら
た
な
古
墳
の
築
造
が
行
わ
れ
た
と
い
う
点
か

ら
、
下
司
古
墳
群
の
被
葬
者
達
は
、
七
世
紀
に
入

つ
て
あ
ら
た
に
政
治
的
・
社
会
的
に
台
頭
し
て
き

た
人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
石
ぢ
墳
の
石
室
は
、
山
城
地
域
最
大
の

横
穴
式
石
室
で
あ
る
嵯
峨
野
の
蛇
塚
古
墳
(
京
都

市
右
京
区
)
の
そ
れ
の
二
分
の
一
の
規
格
で
構
築

さ
れ
る
と
と
も
に
、
山
城
一
"
布
の
丘
陵
に
密
集
し

て
築
造
さ
れ
る
古
墳
群
中
の
最
大
の
石
室
と
伺
一

平
面
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
城
地
方
一
帯
で
一

定
の
規
格
の
も
と
に
石
'
釜
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と

'

,
一

,

'

(
大
学
校
地
学
術
羽
査
委
R
会
詔
査
主
任
)

,

ノ

室


